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総事業費 千円

事務事業評価＆総合計画実施計画調査シート 事業種別 継続 単独 事業類型 Ⅰ ソフト事業 ２次評価対象分

コード 名               称 区分 コード 名            称 事業実績

事業名 167 男女共同参画社会促推進事業
会計 01 一般会計

活動指標 単位
実績値 目標値

款 02 総務費 H17 H18 H19 H20

基　本
施　策

41 あらゆる場に男女がともに参画する社会をつくる
項 01 総務管理費

参加者 人
目標 ― 目標 330

４００（１２０） ４３０（１４０）
目 19 男女共同参画費 実績 300 実績 ３５０（１００）

施　策 1 あらゆる分野における男女共同参画
細目 101 男女共同参画推進経費

実施回数 回
目標 ― 目標 1

1 1
細々目 02 男女共同参画社会促進事業経費 実績 1 実績 1

基本計画該当頁 154 行革大綱の重点事項番号 １・３ 目標 ― 目標

担当部課
コード ０７０２００ 評価者

氏　名
深尾　千恵 連絡先

22 - 9632 実績 実績

名称 人権政策部男女共同参画課 (内線) 2180

評価指標

事業の計画・内容
事業の成果を測る指標 指標設定の考え方 単位

実績値 目標値

事
業
目
的

対象等（何を、誰を） 成果（どうなるのか） H17 H18 H19 H20

男女共同参画に関連する活動へ積極的に参画しようとする
団体・個人 地域活動の核となる団体や人材が育成される。

ネットワークの加入団体数
市民の意識改革を図るため、リーダ的な役
割をはたしてくれる団体会員

団体
目標 ー 目標 41

42 44
実績 36 実績 42

分科会の自主運営と積極的活動
する団体数

開催分科会と活動のPRの団体数 団体
目標 7 目標 8

9 10
実績 8 実績 8

（※対象件数 ）
根拠法令・要綱等 伊賀市男女共同参画基本条例

開始年度 平成 9 年度
関連事業

評価

本
年
度
事
業
内
容

終了
ネットワーク会員から実行委員会を立上げ事業委託し、男女共
同参画社会促推進事業（フォーラムいきいき未来いが）を開催
する。会場フレックスホテル　　オープニング：忍にん体操
講師：広岡　守穂さん　演題「妻が僕を変えた日」
　　３分科会と市内の保育園児の絵画展・市民からの公募作品
の川柳展・ネットワーク3団体の物品販売・リーダー研修として
「日本女性会議」「日本まんなか共和国　男女共同参画フォーラ
ム」やフレンテみえの事業等、規模の大きな事業に参加。

ー 年度年度 平成

状
況
変
化
等

伊賀市全域にわたる団体の加入を得ることができ、啓発
推進が広くできるようになり、会場についても伊賀市全域
にある施設の利用について意見が寄せられる。

行政の人的支援の縮小を図っていくことで、会員の積極的
な活動意欲を深めていける。

参加者の学習機会が増え、市政への認識が深くなる。

必要性

評価項目

4

ポイント 評価項目についてのコメント
市民全体の意識改革を図る上でも、また、ネットワーク会員（市民）との協働で事業を進め、市民が自ら事業運営をしていく
という意識を持つようになるためにも、フォーラムの開催は必要である。実行委員会の代表者が毎年変わり、市単（公費）
で委託事業としているため、事務局は行政で持つほうが良いと考えられる。

有効性 4
合併を機に、市内の施設でのフォーラムの開催を考え、全域にわたる市民が参加しやすい条件を整え、男女共同参画の
意識改革を図る。
男性や若年層の参加者が増加し、関心をもつ人の層が広がった

達成度 3
目標値はクリアできたが、参加者が動員されないで、自らの意志で参加していただけるような事業の見直しが必要

効率性 3
開催場所および分科会等の事業内容の見直し
行政の関与（人的支援）の縮小

整

1

備内容

建設用地

運営体制

1 運営主体

　委託先
2 建設面積（延床面積）

3 規模・構造

2 配置（予定）人員 人

Ａ

総合評価

拡大

事業の方向性

行政の関与（人的支援）の縮小と実行委員会の育成。
開催場所を固定化しないで、市内全域の公共施設を利用する。

改善についての取り組み

3
4
年間運営費
市内の類似施設

千円

進
　
捗
　
状
　
況

年度

事
業
内
容

平成１７
事 業 内 容

年度
数量

 決算内容
金  額 事 業 内 容

平成１８
数量
年度 決算

金  額
内容

事 業 内 容
平成１９

数量
年度 計画

金  額
内容

事 業 内 容
平成２０

数量
年度 計画

金  額
内容

事 業 内 容
平成２１

数量
年度 計画

金  額
内容 平成２２

事 業 内 容 数量
年度 計画

金  額
内容

委託

単位

(千円)
単位

(千円)
単位

(千円) 　
単位

(千円) 　
単位

(千円)
単位

(千円)
委託料 812 委託料 812 委託料 812 委託料 812 委託料 812 委託料 812

工事

進捗率
(％)

　その他 　 　 14 　その他 　 　 13 　その他 　 　 14 　その他 　 　 14 　その他 　 　 14 　その他 　 　 14
事業費計(A) 　 Σ 826 事業費計(A) 　 Σ 825 事業費計(A) 　 Σ 826 事業費計(A) 　 Σ 826 事業費計(A) 　 Σ 826 事業費計(A) 　 Σ 826

事業投入人員 人件費（Ｂ） 0.8 人 5,760 人件費（Ｂ） 0.8 人 5,760 人件費（Ｂ） 0.6 人 4,320 人件費（Ｂ） 0.6 人 4,320 人件費（Ｂ） 0.5 人 3,600 人件費（Ｂ） 0.4 人 2,880

フルコスト　（Ａ）＋（Ｂ） 6,586 6,585 5,146 5,146 4,426 3,706

事業費（人件費除く）の財源内訳
（Ａ） 事      業      費 826 825 826 826 826 826

Ａ
の
財
源
内
訳

国庫支出金
県 支 出 金
地   方   債
受益者負担
そ   の   他
一 般 財 源 826 825 826 826 826 826
計 826 825 826 826 826 826

備
考

その他特定財源の名称・補助基本額・
率
地方債の区分と充当率等

直営 指定管理 民間委託等直営 指定管理 民間委託等
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